






























の組み版 まま、およびテキストデータを抽出 て別途版下を作成し 印刷・頒布・出版することは認めません。
4、
































































































 漢字は原則として常用漢字を用 た。ただし 人名や地名など 原史料の標記通りとした部分もある。
一、
 助詞として用いられている 「与 （と） 」 、 「者 （は） 」 、 「江 （え・へ） 」 、 「而 （て） 」 、 「ニ而（にて） 」 「而巳（のみ） 」および「并（ならび） 」は、原史料 表記のまま、活字を小さくした。
6一、 「ハヽ（はば） 」 、 「ツヽ（ずつ） 」 、については原表記通りとした。一、 「〆」については、銭の単位や重さを示す場合には「貫」に改めた。一、










 文意の通じない部分などには、その右側に（ママ）を付した。また難読や疑問が残る文字・表現について 右側に「 （ヵ） 」とした。
一、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































慶応 3 年 12 月
